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①個別データシート

紙カップ整理番号: JP309015

種類 製品

分類 パルプ・紙・紙加工品

紙カップ

主な原材料：板紙、LDPE（低密度ポリエチレン）
主な産出物：紙カップ
・原料板紙にポリエチレンフィルムを張り、打ち抜き切断等して、紙カップを製造するプロセスを対象範囲にしてい
る。
・自動販売機等で使用される、満杯で275mL（200mL程度の飲料を注ぐ）容量で、平均重量は5.56g/個　の紙
カップである。
・原材料、エネルギーはメーカー5社（シェア90%超）の加重平均したデータを使用している。
・産廃処理も範囲に含む。

印刷工業会：“紙カップLCI　2006年度報告書”,(2007),
入手先<http://www.alpha-research.co.jp/common/pdf/lci2006.pdf>

・技術記述子

・情報源

・技術の内容と機能

・データ作成者コメント

・情報源の文献の「紙カップのライフサイクルフロー（紙カップ1個当たり）」から、原材料、排出物のデータを得た。なお文献では再生処理の
記述もあったが、ここでは産廃処理（平均的なリサイクルは含まれている）で計上した。
・エネルギー種類についてはメーカーで異なり、電力、都市ガス、LPG、A重油などがあるとの記載が本文にあったのでこの4種に設定した。
・各エネルギー種ごとの消費量については、文献に記載のある「紙カップ1個当たりの製造段階の消費エネルギー量（MJ表記）とCO2,NO
ｘ、SOｘ排出量」と、参考資料として添付されていた「エネルギー・電力の原単位表」を利用して、推計により求めた。
・印刷インキの希釈液は詳細が不明であるので、トルエンに代表させて計上した。
・文献に記載のある排出物の大気放出分は、インキ等の蒸発分と判断してVOCとして計上した。

・適用範囲

・ポリエチレンフィルムでラミネート加工した紙カップに適用する。
・対象にしている紙カップは、自動販売機等で多く使用される、1個の容量は満杯で約275mL、平均重量は5.56ｇのものである。
・データは紙カップ1kg当たりの原単位で表示してある。

・システム境界

資源採取から製品の製造までを範囲とする。製品の日本国内における輸送を含まない。包装材を含まない。容器充填を含まない。輸
送のための梱包材を含まない。排水処理を含まない。産廃処理を含む。

・配分

共製品なく配分なし

・GHG排出量の要因

主なGHG排出源は、白ボール(板紙)由来のCO2(化石資源由来）、電力,系統電力(電力)由来のCO2(化石資源由来）、低密度ポリエ
チレン(LDPE（低密度ポリエチレン）)由来のCO2(化石資源由来）、である。

・情報源分類 その他調査データ

 kg-CO2e/kg2.15E+00・GHG排出量



区分 フロー区分 品目名 数値 単位 備考

②入出力データ

連鎖した品目名
公開整
理番号

JP111015ユーティリティ 中間フロー 入力 燃焼・A重油 1.12E+00 MJ燃焼･A重油

JP111024ユーティリティ 中間フロー 入力 燃焼・LPG 8.66E-01 MJ燃焼･LPG
JP120001ユーティリティ 中間フロー 入力 電力 7.43E-01 kWh電力,公共
JP121001ユーティリティ 中間フロー 入力 燃焼・都市ガス 4.16E-01 MJ燃焼･都市ガス13A
JP309013資源/原材料 中間フロー 入力 板紙 1.11E+00 kg白ボール

JP310100資源/原材料 中間フロー 入力 希釈溶剤 1.26E-02 kgトルエン,BTX抽出副
生

資源/原材料 中間フロー 入力 LDPE（低密度ポリエ
チレン）

8.45E-02 kg低密度ポリエチレン

JP310342資源/原材料 中間フロー 入力 インキ 1.98E-02 kg一般インキ

廃棄物処理 中間フロー 入力 産廃処理（廃油） 3.24E-03 kg産廃処理 (廃油)

廃棄物処理 中間フロー 入力 産廃処理（廃プラス
チック）

1.29E-02 kg産廃処理 (廃プラス
チック類)

廃棄物処理 中間フロー 入力 産廃処理（紙くず） 1.94E-01 kg産廃処理 (紙くず)

大気圏排出物 基本フロー 出力 VOC 1.80E-02 kg

JP309015製品 中間フロー 出力 紙カップ 1.00E+00 kg紙カップ


